
一
一
月
五
日
の
平
成
一
七
年
度

静
中
静
高
同
窓
会
総
会
の
記
念
講

演
、
京
都
外
国
語
大
学
教
授
・
同

国
際
言
語
平
和
研
究
所
長
堀
川
徹

氏
（
84
期
）
の
「
二
一
世
紀
と
イ

ス
ラ
ー
ム
」
要
旨
次
の
通
り
。

豊
か
な
中
東
に
は
、
古
く
か
ら

商
業
が
発
達
し
、
そ
の
拠
点
と
し

て
の
都
市
が
形
成
さ
れ
た
。
異
な

る
社
会
的
・
文
化
的
背
景
を
も
っ

た
多
く
の
人
々
が
集
ま
る
の
で
、

ル
ー
ル
＝
法
が
必
要
と
な
り
、
ユ

ダ
ヤ
教
・
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の
広

域
を
お
お
う
一
神
教
が
拡
が
っ
た
。

こ
の
中
東
の
一
神
教
の
伝
統
を
そ

の
ま
ま
受
継
い
だ
の
が
イ
ス
ラ
ー

ム
（「
イ
ス
ラ
ー
ム
」
と
い
う
言

い
方
で
宗
教
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
）

で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
と
は
、
唯
一
絶
対

の
神
に
服
従
す
る
と
い
う
意
味
で

あ
り
、服
従
す
れ
ば
必
ず
そ
の
見
返

り
が
得
ら
れ
る
（
コ
ー
ラ
ン
で
は

現
世
利
益
も
保
障
さ
れ
て
い
る
）。

す
な
わ
ち
、
神
と
自
分
の
間
に
一

対
一
の
契
約
関
係
が
あ
る
と
考
え

る
。
そ
の
一
方
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教

徒
は
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
の
中
で

過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
面
が
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同

体
は
、「
コ
ー
ラ
ン
」（
神
の
言
葉

と
し
て
の
聖
典
）
と
「
ハ
ー
デ
ィ

ス
」（
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言
行
録
）
の

二
つ
の
法
源
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ

る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
に
は
、
社
会
通

念
と
し
て
「
喜
捨
」
と
い
う
考
え

方
が
あ
り
、
弱
者
に
優
し
い
福
祉

社
会
で
あ
る
。

ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
古
典
古

代
の
文
明
を
継
承
・
発
展
さ
せ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
し
て
文
化
的
・

軍
事
的
に
優
位
を
誇
っ
た
イ
ス
ラ

ー
ム
世
界
も
、
一
七
世
紀
末
に
は

軍
事
的
地
位
が
逆
転
し
、
一
九
世

紀
に
は
植
民
地
化
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。こ
う
し
た
事
態
に
立
至
り
、

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
中
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
文
化
を
受
け
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
が
芽
生

え
る
。
現
代
の
世
俗
国
家
と
し
て

の
ト
ル
コ
共
和
国
が
そ
の
代
表
的

立
場
に
あ
る
。

他
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
劣
位
に

あ
る
の
は
自
分
た
ち
が
悪
い
か
ら

で
、
昔
に
戻
ろ
う
＝
イ
ス
ラ
ー
ム

法
に
基
づ
い
た
国
家
を
作
ろ
う
と

い
う
考
え
方
が
生
じ
（
例
え
ば
、

イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
）、
こ

れ
が
一
般
に
イ
ス
ラ
ー
ム
「
原
理

主
義
」
と
呼
ば
れ
る
。
正
確
に
は

「
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
」
ま
た
は
「
イ

ス
ラ
ー
ム
復
興
運
動
」
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
九
・
一
一
な
ど
の
無

差
別
殺
人
は
明
ら
か
な
犯
罪
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
過
激
な
行
動
に

走
る
者
は
イ
ス
ラ
ー
ム
法
に
反
し

て
い
る
か
ら
、
本
来
の
意
味
で
の

「
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
者
」
で
は
な

い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
外
に
向

う
「
拡
大
ジ
ハ
ー
ド
（
聖
戦
）」
は
、

カ
リ
フ（
ム
ハ
ン
マ
ド
の
後
継
者
）

が
い
な
い
今
日
で
は
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
。

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
は
全
世
界
で

虐
待
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
九
・

一
一
は
「
防
衛
ジ
ハ
ー
ド
」
だ
と

主
張
す
る
者
も
い
る
が
、
イ
ス
ラ

ー
ム
世
界
に
あ
っ
て
も
大
方
の
賛

同
を
得
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ア

メ
リ
カ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
寄
り
の
政

策
を
と
り
続
け
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を

迫
害
す
る
行
動
を
と
っ
て
い
る
状

況
を
自
宅
の
テ
レ
ビ
で
見
て
い
る

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
中
に
、
過
激

な
思
想
に
共
鳴
し
、
テ
ロ
リ
ス
ト

の
道
を
歩
む
者
が
出
て
く
る
の
は

必
然
の
結
果
で
も
あ
る
。
日
本
も

ア
メ
リ
カ
に
追
随
し
て
い
る
限
り
、

そ
の
標
的
に
な
る
危
険
性
は
拭
え

な
い
。

で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
国
際
社

会
の
敵
な
の
か
？
そ
う
で
は
な
い
。

神
の
絶
対
的
な
存
在
を
前
提
と
す

る
か
ら
、
欧
米
型
の
相
対
化
さ
れ

た
価
値
観
を
共
有
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
シ
ュ
ー
ラ
ー
（
協
議
）

の
理
念
を
旨
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム

型
の
民
主
主
義
が
定
着
し
、
国
際

社
会
の
重
要
な
構
成
員
と
し
て
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
は

十
分
に
期
待
で
き
る
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
進
路
講
演

会
が
一
〇
月
二
九
日
、
静
高
校
舎

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
界
で
活
躍
中
の
同
窓
生
九
名

（
別
表
＝
敬
称
略
）
が
講
師
と
し

て
招
か
れ
、
そ
の
分
野
を
志
す
現

役
一
・
二
年
生
に
、
現
場
の
思
い

を
熱
く
語
り
か
け
ま
し
た
。

受
講
し
た
生
徒
達
も
、
具
体
的

◎
以
前
は
〝
抵
抗
勢
力
〞

今
で
こ
そ
私
は
空
港
部
長
を
拝

命
し
て
い
ま
す
が
、
企
画
課
の
主

幹
だ
っ
た
一
五
年
程
前
に
は
、
静

高
の
先
輩
で
も
あ
る
課
長
に
「
空

港
？
や
め
て
下
さ
い
よ
ね
。
東
名

と
新
幹
線
で
十
分
じ
ゃ
な
い
で
す

か
」
と
真
剣
に
抵
抗
し
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
、
あ
る
研
修
ツ
ア

ー
で
ロ
ン
ド
ン
を
訪
れ
、
Ｅ
Ｕ
と

い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
単
一
市
場
の
中

で
生
き
て
行
く
た
め
に
は
ビ
ジ
ネ

ス
の
ス
ピ
ー
ド
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
を
直
視
し
て
、
車
で
た
っ
た

四
〇
分
の
距
離
に
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空

港
が
あ
る
ロ
ン
ド
ン
の
ど
真
ん
中

に
シ
テ
ィ
空
港
を
造
っ
た
イ
ギ
リ

ス
の
姿
勢
に
、
世
界
の
流
れ
に
鈍

か
っ
た
自
分
の
浅
は
か
さ
を
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

◎
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ス
ト

県
民
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

全
国
三
位
の
静
岡
県
は
、
他
県
か

ら
豊
か
な
県
と
羨
ま
れ
ま
す
。
こ

の
豊
か
さ
は
、
お
茶
を
は
じ
め
多

く
の
特
産
品
を
持
つ
一
次
産
業
の

生
産
性
の
高
さ
と
全
国
三
位
の
出

で
わ
か
り
や
す
い
講
演
内
容
に
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

弁
護
士
の
実
態
は
テ
レ
ビ
で
見

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う

荷
額
を
誇
る
製
造
業
の
活
発
さ
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
製
造
業
の
現
場
は
、
地
球

規
模
の
競
争
に
晒
さ
れ
、
一
円
二

円
単
位
の
厳
し
い
コ
ス
ト
削
減
に

鎬
を
削
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
地
球

単
一
市
場
と
い
わ
れ
る
中
で
、
あ

る
企
業
で
は
年
間
に
延
べ
四
二
〇

〇
人
が
海
外
出
張
し
て
い
る
よ
う

に
、
海
外
出
張
は
日
常
の
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、成
田
発
で
は
、

便
に
よ
っ
て
は
前
泊
が
必
要
と
な

り
、
交
通
費
約
一
万
八
千
円
、
前
泊

費
一
万
円
強
、
移
動
中
の
人
件
費

お
話
が
印
象
に
残
っ
た
。
無
罪
推

定
の
原
則
に
則
っ
て
被
告
人
を
守

る
と
い
う
姿
勢
に
強
い
あ
こ
が
れ

を
感
じ
た
。（
二
年
男
子
）

ま
で
考
え
る
と
、
社
員
一
人
の
出

張
経
費
は
国
内
移
動
だ
け
で
約
四

万
円
強
。
製
造
現
場
の
コ
ス
ト
削

減
努
力
の
か
な
り
の
部
分
は
、こ
れ

だ
け
で
と
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ス
ト
が
こ
ん
な
に
高
い

ま
ま
で
、
県
内
の
産
業
活
動
が
将

来
に
亘
っ
て
現
在
の
活
力
を
保
て

る
で
し
ょ
う
か
。
空
港
は
不
可
欠

な
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
フ
ラ
な
の
で
す
。

静
岡
と
い
う
街
を
考
え
て
み
る

と
、
明
治
以
降
の
、
お
茶
、
み
か

ん
、
缶
詰
、
戦
後
の
雑
貨
、
家
具
、

折
戸
湾
周
辺
の
重
厚
長
大
産
業
等
、

周
辺
地
域
の
活
発
な
産
業
活
動
か

ら
求
め
ら
れ
る
商
業
サ
ー
ビ
ス
機

能
を
担
っ
て
成
長
し
て
き
た
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
、

周
辺
地
域
の
産
業
が
活
発
で
あ
っ

て
こ
そ
、
静
岡
は
、
よ
り
成
熟
し

た
質
の
高
い
商
業
サ
ー
ビ
ス
都
市

と
し
て
成
長
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
空
港
の
メ
リ
ッ
ト

を
最
も
享
受
す
る
の
は
静
岡
だ
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

企
業
経
営
は
決
し
て
華
や
か
な

側
面
ば
か
り
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
一
つ
の
事

業
が
う
ま
く
い
っ
た
か
ら
と
い
っ

昨
年
十
二
月
頃
、「
人
事
新
報

社
」
と
名
乗
る
業
者
か
ら
、
個
人

情
報
の
提
供
や
、
高
価
な
「
名
鑑
」

の
購
入
を
促
す
葉
書
が
同
窓
生
に

送
付
さ
れ
ま
し
た
。

何
ら
か
の
方
法
で
同
窓
会
名
簿

を
入
手
し
た
業
者
に
よ
る
、
詐
欺

ま
が
い
の
商
法
と
思
わ
れ
ま
す
。

不
審
に
思
わ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
、

多
数
の
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
同
窓
会
事
務
局
が

こ
の
よ
う
な
形
で
皆
さ
ん
に
個
人

現
在
で
は
、
多
く
の
方
が
生
活

の
楽
し
み
と
し
て
、
海
外
、
国
内

遠
隔
地
に
旅
行
し
て
い
ま
す
。
で

も
空
港
が
遠
い
こ
と
は
、
旅
先
で

使
い
た
い
時
間
と
お
金
を
空
港
へ

の
移
動
で
大
き
く
ロ
ス
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
や
珍
し
い
も
の

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
沖
縄
や
外

国
へ
の
修
学
旅
行
で
も
、
静
岡
の

高
校
生
は
朝
四
時
起
き
の
五
時
集

合
と
の
こ
と
。
今
の
子
供
た
ち
に

は
、
少
し
酷
な
気
が
し
ま
す
。
こ

う
し
た
面
で
は
、
空
港
は
豊
か
な

生
活
の
イ
ン
フ
ラ
で
も
あ
り
ま
す
。

◎
機
能
発
揮
す
る
よ
う
に
努
力

静
岡
空
港
は
平
成
二
一
年
春
開

港
し
ま
す
。こ
の
空
港
の
建
設
が
、

所
有
者
の
意
思
に
反
し
て
土
地
を

取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
痛
み

を
伴
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ご
存
知

の
と
お
り
で
す
。
こ
の
痛
み
を
少

し
で
も
和
ら
げ
る
た
め
に
も
、
路

線
と
便
数
を
確
保
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
生
活
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
十
分
に
機
能
を
発
揮
す

て
満
足
せ
ず
、
常
に
食
文
化
の
創

造
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
姿
勢
に
感
動
し
ま
し
た
。

（
二
年
女
子
）

（
編
集
委
員
）

情
報
の
提
供
や
物
品
の
購
入
を
呼

び
か
け
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま

せ
ん
。
も
し
調
査
等
の
必
要
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
同
窓
会
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
き
ち
ん
と
お
知
ら

せ
し
、
厳
重
な
管
理
の
も
と
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

様
々
な
詐
欺
行
為
が
横
行
す
る

の
は
大
変
嘆
か
わ
し
い
こ
と
で
す

が
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
も
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
は

同
窓
会
の
名
を
か
た
る
詐
欺
行
為

で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
事
例

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
事
務
局

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。（事

務
局
）

る
空
港
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
無
料
駐
車
場
九
二
〇
台
を
予

定
し
て
い
る
静
岡
空
港
の
車
で
二

時
間
到
達
圏
に
は
、
こ
の
空
港
に

期
待
を
寄
せ
て
い
る
西
神
奈
川
、

山
梨
、
南
信
濃
、
東
三
河
が
入
り
、

本
県
と
合
わ
せ
て
八
五
〇
万
の
人

口
と
台
湾
全
土
と
同
じ
規
模
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
と
し
て
の
大
き
さ
を
、国
内
、

海
外
の
航
空
会
社
に
Ｐ
Ｒ
し
て
路

線
開
設
に
努
め
て
お
り
、
い
く
つ

か
の
航
空
会
社
の
好
意
的
な
反
応

に
心
強
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
札

幌
、
福
岡
、
鹿
児
島
、
沖
縄
、
ホ
ノ

ル
ル
、
グ
ァ
ム
、
ソ
ウ
ル
、
北
京
、

上
海
、
香
港
、
台
北
、
バ
ン
コ
ク
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
想
定
路
線
で
す

が
、
国
内
の
他
の
地
方
都
市
や
中

国
の
各
都
市
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
国

に
も
ア
タ
ッ
ク
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
静
高
同
窓
諸
兄
姉
の
ご

支
援
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

谷
　
和
実
氏
の
略
歴

81
期
。
京
都
大
学
卒
業
、
昭
和
四

八
年
県
採
用
（
企
画
課
長
、
首
都

圏
担
当
局
長
兼
東
京
事
務
所
長
）

商
工
労
働
部
長
、
県
理
事
兼
広
報

局
長
を
経
て
、
現
在
、
平
成
一
七

年
八
月
に
新
設
さ
れ
た
空
港
部
長
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�054-252-1818�
佐川博（84期）・佐川里美（88期）�

●Ｐ静岡名店街契約駐車場、市役所地下駐車場（土・日・祝）�

【経済産業省】�

システムインテグレータ登録�

システム企業監査台帳登録�

ISO9001:2000年版認証取得�ISO9001:2000年版認証取得�

420-0911　静岡市葵区瀬名 1－ 1 8 － 3 3�

TEL054-264-1111　FAX054-264-7771�

東京・沼津・長野　　　http:// www.unitec.jp

ソフトウェア開発の�
　　エクセレントカンパニー�

代表取締役　鈴木 佐太郎（81期）�

講師氏名� 職業・講演内容等�
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興津哲雄�

高橋映二�
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松村友吉�

平川慶子�

海野俊也�

玉置　実�

安部憲明�

期�

76�

84�

86�

87�

88�

89�

95�

101�

108

静岡大学教育学部教授�
「工学に進んだ経緯・研究者の資質」�
弁護士・興津哲雄法律事務所�
弁護士とは・法曹の役割・法曹養成制度」�
一級建築士・（株）ホロンアソシエイツ代表取締役�
「政令都市静岡の将来像・地方での町づくり」�
医師（整形外科・災害医療トリアージ）・大村医院�
「医者になるまで・災害医療」�
（株）いちまる他経営・焼津商工会議所会頭�
「企業経営者という職業・職業の選択」�
医学博士・薬剤師・日本医科大学法医学教室�
「高校・大学時代（薬学部）・医学部の研究生活」�
静岡新聞社編集局経済部副部長�
「新聞記者・現場記者の在り様」�
（財）静岡経済研究所研究員�
「静岡経済研究所とは・静岡県の経済」�
外務省総合外交政策局総務課課長補佐�
「高校・大学時代・外交のフィールドで」�
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先輩が「職業」語る
生徒らじっと聞き入り
「あこがれ」や「感動」

弱者に優しい社会
「迫害」はテロに追い込む
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谷　氏

同窓会総会で講演する堀川氏


